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0人類進化モデルセンター
松林清明(センター長併任)∴景山節,

SachitananthamSrikantha(外国人客員教授),
平井啓久(遺伝子情報分野助教授兼任),

上野吉-,後藤俊二,鈴木樹理,

松林伸子(教務技官),三輪宣勝(技官),

･熊崎晴則(技官),阿部政光(技官),

釜中慶郎(技官),前田典彦(技官),

加藤朗野(技官)

霊長類研究所は,人類進化モデル研究センターの研

究を実際に推進する場として,郊外にリサーチ･リソー

ス･ステーション (RRS)の実現を計画し,概算要求計

画を作成したが,14年度より文部科学省のプロジェク

トとしてスタートしたナショナルバイオリソース計画

(RR2002)との整合性をとる必要があることから,RRS

の15年度概算は見送りとなった.そのため,15年度は

RR2002｢マカクザルバイオリソース計画｣の委員会 (中

核機関は岡崎生理学研究所)の構成員として主に母群調

査や大規模繁殖施設計画の検討作業に参画し,実績を積

むことに努めた.マカクザルバイオリソース委員会は

14年度事業報告ヒアリングで大規模繁殖施設のひとつ
として霊長類研究所のRRSを推進する方向を打ち出し,
審査委員会もこの計画を承認したので,霊長類研究所が

RRSの概算要求を進める環境が整った.これを受けて,

当センターは 16年度概算要求に向けた作業を行ってい

る.RRSでは研究と平行してニホンザルの繁殖と供給を

行うことを当面の目的とし,用地の確保も進展している.

関係諸学会が研究用サルの適切な供給体制の生別言行を要

望していることもあり,野生ザルの直接の研究利用を避
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け,またサル類の飼育環坑を飛躍的に改野するためにも,

本計画の実現に努力している.

15年度は近い将来のRRSnt設のための突証研究と

して,充大抗習林との共同研究を行うことが認められ,
東大杭習林との間で具体的な研究計画に関する協議を

進めた.このためのサルの放飼場を建設する場所として

は隣接する(財)日本モンキーセンター敷地の一角を借用
することとし,研究計画の策定と基本設計の検討を行っ

た.また,平成 16年度に予定されている独立行政法人

化に向けて,研究所の中期目標･中期計画を作成したが,
その中のRRSの建設計画および関連する大型設備の導

入計画をまとめた.

昨年度にサル汚水処理施設が更新されたため,匂い

や騒音が出ていた旧施設が撤去され,また駐在スペース

が広がって構内の環境は大幅に改葬された.

一方,前年度に続き,実験棟の一部の飼育室で呼吸

器系からの出血を主徴とするサルの病気が発生し,急激

な貧血で数頭のサルが死亡する事態が起きた.センター

では所外の研究機関,検査機関にも協力を仰いで原因究

明に努めてきたが,これまで経験したことのない症例で

あり,全所的な取組が必要と判断されたので,協誌員会
にはかって出血症対苅検討委員会が形成された.メンバ

ーは医学･薬学領域の各専門家のほかサル委員長,バイ

オハザード委員長およびセンタースタッフ2名で,原因

調査を集中的に進める傍ら,関係研究者グループ-の対

応などを総合的に協議し,毎月協議員会-報告しながら
対策を進めた.

考えられるさまざまな原因について,細菌培弟検査,

ウイルスの抗体検査や抗原の遺伝子診断,マウスや培養

細胞を使った感染実験,化学物質の検索など多様な検査

を実施し,また,外国を含む多くのサル疾病専門家の助

言を得ながら検討を重ねたが,これまで知られている特

定の病原体および化学物質などの存在を確認するには
至らなかった.最後の発症から半年以上経過してもその

後の新たな発生はないが,セキュリティを含むサルの監

視強化を継続している.

人事面では,センターの前身である旧サル類保健飼

育管理施設の創設以来,サルの取り扱いや血液検査に指

導的役割を果たしてきた三輪宣勝技官 (技術専門官)が

年度末に定年退官することとならた.三輪技官は,今年

度に社団法人予防衛生協会が創設した予防衛生協会技

術奨励ffの最初の受章者として,2月に表彰を受けたほ
か,退職に際し,長年の功紙を称えて国立大学動物実験
施設協議会からも衣彰された.苗木ひろ技能補佐員も定

年退職となり,同協議会から感謝状が贈られた.なお,

三輪技官の後任には森本真弓が,高木技能補佐員の後任

には醗谷かつ江が選任されている.また,二人目のセン

ター事務補佐員として小林陽子が8月から採用された.

T研究概要

A)サル類の生殖生物学に関する研究

松林清明
オス生殖機能の進化を生殖器構造の面から検討す

る目的で,各種サル塀の精巣微細構造の組織学的検索を

進めている.平成 14年度も引き続いて国内動物園で過

去に死亡した析入城を含むサル糊の液浸標本の中から,

約災試料収非と組織標本化を行った.これらの造相磯憎

の詳細な解析を行っている.応用面としてチンパンジー

精液の凍結保存システム開発をめざして,共同研究を行

い,稀釈液の組成および凍結パターンに関して標準的な

方法を確立した.これをマカクに敷術すべく,まずニホ
ンザルにおける精液の凍結保存システムの開発を進め
ている.

B)サJY類の細菌 ･ウイルスの迫伝子診断
景山節,高木かおり,松林伸子

センター飼育サルに見られる下痢便,攻傷などによ

る膿,あるいは死亡ザルの紐紙などから,増菌培養後
DNAを抽出しPCRによる感汲細田の同定を試みた.プ

レート培矧 こよる検出方法と比較したところ,特定菌の

同定は速やかにおこなうことができたが,広汎な菌の検

出はプレート培養法の方が有利であった.pCRによる検
出は菌を絞って検出までの時間を短縮できるところに

利点があり,今後さらに検討を進めていくことにした.

C)胃ペプシノゲンの研究

景山節
コモンマ-モセットで得られている3柾のペプシ

ノゲン (ペプシノゲンA,プロガストリシン,プロキモ
シン)について,ペプチド基質を用いて切断特異性を検

討した.p■1位のアミノ酸の違いにより切断速度が大き

く影響を受けることが明らかになった.

D)霊長類におけるSODの迫伝子解析

福原亮史 (大学院生),景山節
霊長析 8種のCu/Zn-SODとMn･SODそれぞれにつ

いて塩基配列を決定し,その分子進化について比較,検
討した.また,サザン分析により溢長類のSOD迫伝子

の多型についても考察した.ノーザン分析によりニホン

ザル各組織でのSODの迫伝子発現について考察した.

E)飼育下ニホンザルの肥潤に関する研究

高橋知子(大学院生),穴山節
屋外放飼場飼育のニホンザルを対故に,肥溝の発症

状況とそれに伴う種々の血液生化学値の変化を調べた.

若桜群の成体雌に高頻度に体脂肪 20%以上の肥満個体

が見られること,血中レプチン渋皮が肥満と強い相関を

示すこと,また肥満個体では血糖値が高く糖尿病の前段
階にあることなどが明らかとなった.

F)ヨザルの活動と休憩のモニタリング
SachithananthamSriKantha

NathanielKIeitman の BaSicRestActivity Cycle

(BRAC)の仮説が新世界ザルでも当てはまるかどうか実
験的に検証している.BRACとは,市等術椎動物の中枢

神経系の活動が短い周期で活動と休止を繰り返すとい

うものである.人間の成人では活動と休息が90分周期
で繰り返されるのがわかっているが小型サル類の日内

行動リズムでは BRACサイクルが何分か調べることを

目的とした.センターで飼育されているヨザル(Aotus

trL'vt'1gatuS)で2002年6月から開始し(1)タイムラップスビ

デオグラフイーによる 24時間活動パターン分析 (2)デ
ジタルテープ録音とソノグラフ分析によるヨザルの音

声の相互作用 (3)首輪につけたミニテレメトリックトラ
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ンスミッタ-(MINIMITTER)による月間の活動一睡眠の
モニタリングの方法でBRACサイクルを研究している.

2002年6月から11月まで,直接観察とビデオ記録を基

にして,飼育下のヨザルの行動のエソグラムを作った.
2002年 10月から,活動一休憩パターンとストレスに関す

る常同症的な行動のデータを定期的に収録している.

G)ゴリラの飼育環境に関する基礎調査
上野吉一

国内の 4つの動物園に飼育されているゴリラの飼

育環境に関する調査をおこなった.

H)チンパンジーの飼育環境に関する基礎調査
上野吉-

天王寺動物園におけるチンパンジーの飼育環境に

関する調査を,動物園との協同でおこなった.

I)アジアにおける類人猿保護活動に関する調査
上野吉-

マレーシア,インドネシア,タイ,シンガポールに

おける頬人猿の福祉と保護に関する活動動を,動物園,
リハビリセンター.動物実験施設を対象に視察･予備調

査をおこなった.類人猿の利用と保護に関する国際的な

ガイドラインの設定を目指している.

∫)出長輔の寄生虫感染に関する研究
後藤俊二

出長類の野生集団における,寄生虫の感染状況と宿

主の生息環境との関連性,寄生虫感染の宿主の健康状態

に与える影響等を明らかにするため,ニホンザルやカニ
クイザルを対象として,糞便検査や血液性状の分析によ

る継縦的な調査を行った.また,肺糸状虫症の感染実験

モデルの確立や病態解明を目的とした臨床病理学的研

究を迎めている.さらに,霊長類とギョウチュウ類,外

部寄生虫類の共進化についての共同研究を行った.

K)サル類の疾病に関する研究

後藤俊二
飼育下および野生サル類における疾患や健康管理

に関する臨床 ･病理学的研究を進めているこ

し)サル類の成長の生理学的及び形態学的研究

鈴木樹理
昨年調べた 3歳令のニホンザルを引き続き縦断的

手法を用いて性成熟期の成長関連ホルモンの分泌動態

を調べた.また,1998年及び1999年に生まれたアジ ル
テナガザルのオスの子供について縦断的に採血および

生体計測を行なってき たが,生後 4年間のデータにつ

いて分析を行った.その結果,IGF･1およびテストステ
ロンの動態から性成熟過程が開始される時期は2.5から
3.6歳頃であることが明らかになった.形態的には,体

重及び身体各部位の成長は単調増加を示 したが,
brachiallndexの変化から成長が進むに従って上腕より

前腕が長くなることが明らかになった.

M)サル類のストレス定量および動物福祉のための基
礎研究

鈴木樹理
実際の飼育環境でのストレス反応を定量すること

とその軽減策の検討のために,心理的･社会的ストレス

が生体に及ぼす急性及び慢性の影響について神経 ･免

疫･内分泌系の指標を用いて明らかにする研究を進めて

いる.昨年度に引き続き,非侵襲的なサンプルとして尿

に注目し,それに含まれるカテコールアミン及びコーチ

ゾルの測定系を開発している.
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